
 

公募型プロポーザル方式募集要領等に関する質問書に対する回答 

 

令和 ６ 年 ２ 月 ２０ 日 

 

 

 

        福島県避難者支援課 

 

 

業務名 令和６年度ふるさとふくしま情報提供事業（地域情報紙制作・発送業務） 

質   問   事   項 

１ 募集要領 10 企画提案書等の提出（１）提出書類カの作品案について、前回のプロ

ポーザルでは別紙の「企画コンペ提案課題」があり、そちらの課題をもとに作品案（デ

ザインサンプル）を作成しておりましたが、今回そのようなものはございますでしょ

うか。 

もしくは、提出する作品案は仕様書の内容を踏まえた上での自由提案ということで

しょうか。 

 

 

２ 例年であれば、「提案課題」に基づいて、現状の課題を基に提案書を作成しておりま

したが、今年度の「課題」については、何か資料等ございますでしょうか。 

 

 

３ 昨年度同事業でのアンケート集計数（全数・県ごとの数・年齢など）を可能な範囲

でご教示いただけますでしょうか。 

 

４ 委託仕様書（案）の【委託内容全体のイメージ】の中で、原稿作成が「一部委託（直

営）」となっていますが、どの程度の分量、また「ふくしまの今が分かる新聞」のどの

あたりのパートを避難地域復興局避難者支援課様でおつくりになられるご想定でし

ょうか？ 

 

 

 

 

 

 



回   答   事   項 

１ 本公募型プロポーザルは、“コンペ方式”ではないため「企画コンペ提案課題」はあ

りません。従って、提出する作品案は、仕様書及び既刊号（第67号から第101号）の

内容を踏まえた上で、参加者が自由に作成してください。 

提出された作品案は、レイアウト、デザイン等の審査のほか（詳細は「08 【別紙2】

審査基準」を参照）、実際に納品される印刷物の仕上がりを確認・評価するために使用

されます。 

 【既刊号掲載ＵＲＬ】 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/ps-wakarusinbun.html 

 

２ １のとおり 

 

３ 集計済みの令和５年度読者アンケートの結果は下表のとおりです。 

  なお、回答者の属性については、属性別での集計を行っていないためお答えするこ

とは困難であるものの、おおむね７割を４０代以上または県外居住者が占めていま

す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

４ 原稿の原案は、巻末に記載する「ふくしまＶｏｉｃｅ」の内容を除き、原則として

県側で作成します。なお、仕様書記載のとおり、一部委託には、特集記事で取り上げ

る施設や市町村役場への取材、避難解除区域で実施されるイベントの現地取材、帰還

者へのインタビュー及び記事の執筆・編集等が想定されます。 

 

 

 

 

 

 

号数 発行年月日 読者アンケート回答数 

９７号 令和５年５月１７日 ６１通 

９８号 令和５年７月１８日 ６８通 

９９号 令和５年９月１８日 ７４通 

１００号 令和５年１１月１６日 ７４通 

 


